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要約 

 

	
 本論分では、長崎県東彼杵郡東彼杵町の自主避難企画に関わる避難者、行政、地域住民へのインタビ

ュー調査をもとに、社会学の分野においてこれまで十分に議論されてこなかった、3.11 後の首都圏から

の自主避難行動に着目し、その実態について記述する。また、避難行動に伴って形成される結びつきを

分析することによって、そこに現れている現代の社会的連帯の志向と、今後望まれる展開について、明

らかにすることを目的とする。 

	
 まず、第 1章では、山本、宝田の原発避難論を取り上げ、3.11後の避難行動、特に首都圏からの自主

避難行動の実態に焦点を当てる意義を示す。また、「無縁社会」化、それに伴う選択的な連帯への移行に

関する先行研究に触れ、3.11 後の避難行動と、それを契機に生まれる社会関係を取り上げる理由を述べ

る。 

	
 第 2章では、3.11以前／以降という時間の流れにそって、社会的連帯に関する先行研究をまとめる。

まず第 1 節で血縁・地縁・社縁といった旧来型の紐帯に代わって現れる「選択縁」に関わる先行研究に

触れ、3.11までの日本社会において志向されていた社会的連帯のあり方を探る。第 2節ではその中で発

生した3.11がどのような特性を持つ災害で、人々の価値観や行動にいかほどの変化をもたらしたかにつ

いてまとめていく。また、第 3節では「災害ユートピア」の議論を参照し、3.11後に形成される新たな

連帯に言及する。以上のことをまとめた上で、第 4節では、3.11後の社会的連帯のあり方として、仮説

となる像を形成していく。 

	
 第 3 章では、調査対象の概要を記述する。まず、長崎県東彼杵町の概要について、統計データを用い

て示す。また、今回取り上げる東彼杵での自主避難企画について、実施経緯や実施状況などをまとめる。 

	
 第4章から第6章では、「行政」、「避難者」、「地元住民」という、避難企画に関わる3つのアクターに

対するインタビュー記録を紹介し、第７章でその全体をまとめている。第 4 章の行政へのインタビュー

では、行政からみた避難企画の現状と展望、さらには避難者と自治体・地元住民が築いているギブアン

ドテイクの関係性について、大まかな部分を明らかにした。 

	
 第 5 章の避難者へのインタビューでは、避難の経緯と実態を明らかにすることを試みるとともに、短

期避難者と避難移住者に分けて、自治体や地元の住民との結びつきのあり方を探り、ここでも互助的な

関係性が観察された。また、避難者同士のセルフヘルプ的な連帯が、避難者たちにとって非常に重要な

メリットとして捉えられていることを発見している。 

	
 第６章の地元住民へのインタビューでは、避難者と地元住民のなかでも、極めて濃密な結びつきが築

かれている部分に着目し、避難者支援における地元の支援者の重要性が明らかとなっている。 



 

	
 第 8章では、ここまで記述してきた避難企画周辺の諸関係について、3.11以前の社会的連帯の変容過

程の中で位置づけを行い、3.11 が伝統的紐帯に与えた衝撃と、選択的関係性への志向のさらなる高まり

を指摘するとともに、そこに存在すると考えられる課題に関しても指摘する。 
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